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 第３章においては，不確実性を考慮した経営情報システム(Management Information 
System: MIS) の分析，および設計に関する検討を行っている．ここでは，業務処理時間に






































































える．そこで ISO の規格要求事項と TQM 活動を有機的に結び付けた戦略的な品質マネジ
メントへの取組みとして，先手管理アプローチを提案している．生産活動において品質不
良等の問題が発生した後に対処する従来の後手管理に対して，先手管理とは，問題が起こ
る前に事前にアクションをとるものであり，これまでの品質マネジメントにはない，新し
い生産マネジメントシステムの提案といえる． 
 第 10章においては，不確実な製品需要のもとで，部品の品質を考慮した閉ループ生産シ
ステムの最適設計について論じている．ここでは，回収製品より分解後に得られた部品を
複数の品質レベルに分類し，それらの異なる品質レベルに対して，どのレベルを優先して
再生産に使用するかを規定する優先生産政策を与えている．需要の不確実性を考慮したこ
の単一工程閉ループ生産システムをMDPとして定式化し，平均費用を最小化する最適発注
政策を求めている．さらに，多くの要因効果を確認するための品質管理技法として知られ
る実験計画法を用いて，需要分散や各種コスト要因を取り上げて水準を与え，実験の割り
付けを行い，各優先生産政策のもとにおいて最小平均費用を求めている．これにより，閉
ループ生産システムの設計において，各優先生産政策のもとで考慮すべきシステムの要因
と設定すべき水準の決定法を示している． 
 第 11章では，これまで各章において論じられてきた，不確実性を考慮した最適生産シス
テムに関する研究の成果等が，結論としてまとめられている． 
 
